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研究成果の概要（和文）：シャドーイング学習を自律的に継続していくためには、即時評価と、学習者が聞き取
り難い音声に特化した教材が重要であり、それは結果的に学習者のモチベーションを上げることにつながる。本
研究では大学生や高校生のシャドーイング音声データを基にして、５段階の自動評価を構築し、さらに発音指導
に効果的なシャドーイング・テキストを作成した。また研究を進める上で、データ収録に関わる問題点を明らか
にし、解決策を提示した。

研究成果の概要（英文）：In order for language learners to sustain independent learning through 
shadowing, it is critical that evaluation of shadowing performance is received immediately, and that
 teaching materials focusing on phonemes that are difficult for the learner to hear are available. 
This is directly linked to improved motivation in learners. This research project collected 
shadowing voice data from language learners in high schools and colleges. An automatic evaluation 
system with a five-point scale was developed, and shadowing texts to guide learners in effective 
pronunciation created. Problems related to data recording were clarified and solutions were 
presented. 

研究分野： 言語学・外国語教育

キーワード： 教育評価・測定　シャドーイング　自動評価　学習意欲　シャドーイングテキスト

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
英語教育学と音声情報工学の専門家が連携し、「音声モデルの特徴の反映」と「韻律評価」と「誤りの検出」と
いう新機能の搭載を検討した研究はこれまでになく、本研究では従来の自動評価が持つ課題を解決し、さらにシ
ャドーイング教材に関して、従来のトピック・ベースではなく、効果的な教材の用件や教材選定の基準を明らか
にし、具体的な教材を開発した。さらに学習者のモチベーション・アップのために、英語運用能力に応じた段階
的な教材を開発した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
シャドーイングは、外国語の発音やリズムやイントネーションを習得することができ、言語処理

の自動化や高速化を促進することができる。そのため外国語教育の現場で近年注目されるよう

になり、大学はもとより高校や中学校の現場で広く注目されるようになっている。そのため e-

learning でもシャドーイング学習を取り入れるようになっているが、学習者がやる気を出し自

律的にシャドーイングを継続するために、大きな問題点となるのが、評価と教材が重要であるこ

とが大学生のアンケート結果から明らかになった。しかしどのように評価するか、またどのよう

な教材を提供する必要があるのかという体系的な調査や研究はほとんど行われていなかった。 

 
 
 
２．研究の目的 
 
英語の実践的なコミュニケーション能力を高めるのに効果的なシャドーイング練習では、学習

者がやる気を高め、自律的に練習を継続していくことが重要である。本研究会の目的は、シャド

ーイング練習に対する学習意欲と学習の継続性を高めるために、評価と教材に焦点を当て、（１）

最新の音声情報工学技術を使って、自己のシャドーイングの出来をチェックできる自動評価シ

ステムを開発すること。さらに（２）学習意欲を高めるシャドーイング教材に必要な要件を調査・

分析し、その結果に基づいて教材の選択基準を策定し、専用の教材データベースを構築すること。

（１）と（２）をタブレット PC や、スマートフォンを使って、いつでもどこでも練習できる e-

learning システムに組み込み、2千人規模の教養課程で実施し、その効果を検証すること。最終

的に開発した自動評価システムを活用した英語教育にグローバルに貢献できるようにすること

である。 

 
 
 
３．研究の方法 
初年度は開発準備期間で、自動評価システムの開発面では音声コーパスの作成方針の策定と、

収集を開始した。教材データベースにおいては、学習意欲を高める教材に必要な要件の検討

や、学習者アンケートを実施し、また音声録音などの教室内での集団音声録音と自宅での音声

録音等の調査実験の準備を行なった。2年目と 3年目で、自動評価システム開発面ではアンカ

ーポイントを自動評価システムに組み込んでシステム開発を進めた。教材データベースにおい

ては大学生だけではなく、新たに高校生約 500 名のシャドーイング音声録音を収集し音声コー

パスの作成と蓄積を行なった。さらに学習意欲を高める教材（トピック、英文の長さ、文構

造、速度）がどのようなものかを知るためにアンケート調査をした。最終年度は蓄積したデー

タを、自動評価したことに加えて、数名の英語を母語話者とする英語教員を含めて手動評価を

し、学習者の聞き取り難い語句や再生しにくい英文構造を抽出して、シャドーイング・テキス

トを作成した。そしてそのテキストをもとに、同じクラス内に英語学習において理解力の異な

った学習者が混在する場合に備えて、段階的なテキストを作成し検証を行なった。 

 
 
４．研究成果 
 
[1.自動評価] 

学習者によるシャドーイング音声の崩れを定量的に自動計測するために一連の検討を行った。 

１）シャドーイング音声に，言いよどみ，無音化など，どのような現象が起こるのかを聴取によ



り分析し，その結果を用いてシャドー崩れの自動推定を行い，２）深層学習に基づく音素事後確

率（Posteriogram）を用いて自動推定の高精度化を実現し，３）音声認識率や，複数粒度の GOP

スコアを併用した回帰モデルによる手動スコアの予測，更には，４）シャドーイング音声と読み

上げ音声の比較に基づくシャドー崩れの定量化を検討した。 

[2.シャドーイング教材データベース] 

研究１年目にアクセント、イントネーション、ピッチ、文構造、速さを選定するための教材を作

成し、大学生約 500 人のデータを収集した。その結果からシャドーイング学習において、学習者

が再生することが困難な文構造や語彙の連結（２語、３語、４語）を抽出し、それに基づく体系

的なシャドーイング・テキストを作成し検証実験を行なった。当初、大学生だけに焦点をあてた

研究を予定していたが、新たに高校生約 600 人を対象に効果検証を実施した。これらの実験から

同じ教室に英語力の差異が大きい場合、段階的なテキストが必要性であることが判明し、新たに

そのテキストを作成した。 

[3.学習意欲] 

自律的なシャドーイング学習を継続させるために、指導者は学習と録音環境を示唆し、教材を選

定し、その提示法やどのような評価を求めているかを知るために、大学生と高校生を合わせて

1000 人以上のアンケートや聞き取り調査を実施した。その結果としてシャドーイング学習をす

ることができても、様々な生活雑音のために録音環境を確保できない学習者が過半数を超えて

いることが明らかになった。そして１回分の教材の内容が 30 秒を超えるとさらに録音が困難に

なり学習意欲が低下することも明らかになった。教材の選定に関しては、トピック・ベースより

も、聞き取りにくい語彙を集中的に学習する方がモチベーションが上がるという効果があった。

評価に関しては、学習語に迅速に数値で評価を知りたいという調査結果を得た。 
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